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ホルスタイン種泌乳牛における破砕玄米の濃淳飼料80%代替給与が産乳性および

jレーメン液・血液性状に及ぼす影響

鬼j畢藍樹・脇本豆 1).本谷直

Effects of 80 percent replacement of concentrated feed with broken rice on milk production， rumen 

fermentation and blood metabolites in Holstein cows. 

Naoki ONIZAWA， Wataru WAKIMOTO and Naoshi HON-YA 

要約

乳牛への飼料用米給与技術の確立に資するため，ホルスタイン種泌乳牛8頭を用いて配合飼料の 80%を粉砕処

理した飼料用米で代替給与し，乳成分や血液成分，ルーメン液pHに及ぼす影響について検討した。

飼料摂京量は差はなかったが，乳量において対照区と比べ，試験芭で有意に減少した。乳成分は乳中尿素窒素

(MUN)のみ試験車で有意に減少し，血液成分では尿素窒素 (BUN)のみ試験誌で有意に減少したが，他の項目

では両区に有意差は認められなかった。ルーメン液p討においても両匿に有意差は認められなかった。

以上の結果から，濃摩銅科の代替率80見での給与では，乳量およびBUN，羽UNに蓬がみられることから，i農

態調料と重量比で置き換えた場合には蛋白質充足率の不足が示唆された。そのため，濃淳飼料の代替として銅科用

米の利用に際しては，粉砕などの加工処理に加えて，飼料設計の時には大豆粕などの蛋白質源を適宜添加するなど

の調整が不可欠となる。

キーワード:飼料用米，乳量，乳成分，車液成分

緒

畜産農家の経営安定を図る上で餌科自給率の向上は

最も重要な課題である。自給飼料の中でも水田で安定

的に生産される飼料用米は，水田の機能を維持しつつ

生産可能な自給飼料として注日されており，近年各地

で取組が進み，今後もその作付面積の増加が予想され

るO

鏑料用米はその組成の大部分がデンプンであり， ト

ウモロコシと飼料成分がほぼ同等である 1)ことから，

護摩飼料としての位置づけができ，配合錦料の代替と

しての利用も期待できる。

銅料用米研究は 1980年代から行われてきたが，近年

農林水産省委託フ。ロジ、エクトにより研究が加速し，新

たな品種の開発やデンプンの第一胃内分解性，加工形

1)現所属:茨城県畜産課

態別の消化性，組み合わせる蛋白質飼料の分解特性な

どの研究が進展した。

現状では，飼料用米を鶏や豚に給与して高付加価鑑

畜産物を生産する事例が多く取り上げられているが，

量の確保が可能となれば，反努家畜に対しでもトウモ

ロコシなどのデンプン源の代替物として利用が進むも

のと考えられる。

しかしながら，泌、乳牛への飼料用米の給与試験の例

は少なく，飼料用米の有効利用を図るための給与技術

について十分な検討がなされているとは言い難い。深

沢らは，泌乳中後期のホルスタイン種泌乳牛において

濃厚飼料の 50%までであれば餌料用米で代替しても慣

行飼料と比べ産乳性，乳成分，阜、校!生状等に有意な影

響はみられなかったと報告している 2.3)ため， トウモ

ロコシ代替飼料としての飼料用米の有効性が示唆され
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ている。

一方，牛に飼料用米を多給した場合，分解・発酵が

急速に進み，第一胃 (Jレーメン)内で乳酸が大量に叢

生されレーメンアシドーシスや下痢を起こすことが

知られており，これらが発生する限界給与量について

は未解明である。

そこで本研究では，配合飼料の一部を飼料用米で

80%代替させる給与法によるホルスタイン種泌乳牛へ

の産乳性や関連形賞に及ぼす影響を検討した。

材料および方法

試験は茨城県畜産センタ…で 2011年 4丹から開 6

月にかけて実施した。供試牛はホルスタイン種泌乳牛

8頭であり，試験開始時点で平均分娩後日数 104土13

B，平均体重 582土25kgで， 4頭が初産， 2産以上が

4頭であった。試験は予備期(思11致期間)7日間，本試

験 14B聞の連続した 21日簡を 1期とし， 2期 2飼料

処理区に 4頭ずつを割り付ける反転試験法によって実

施した。

表 l 対照区と試験区の餌科組成(原物%)

給与割合(%)

対照!K 試験反

配合飼料 25.5 5.0 
玄米 0.0 19.9 

トウモロコシサイレージ 45.9 44.8 

ビートパノレフ。 5.1 5.0 

アルフアノレブアヘイキューブ 5.1 5.0 

チモシー乾草 5.1 5.0 
エン麦乾舷 7.7 5.0 
アルフアノレブァ乾草 5.1 10.0 

ビタミン・ミネラノレ混合物 0.5 0.5 

乳量の測定は 1日2田 (7時， 17時)，館料給与は 1

B 3回 (8時 30分， 13時， 17時 30分)それぞ、れ実

施した。

飼料処理は対照飼料!R(以下「対照区J)と玄米飼料

IR(以下「試験区J)の 2区とした。対照区は混合飼

料(トウモロコシサイレージ，泌手し期語己合飼料，アjレ

フアルファヘイキューブ，ピートパルプ)と泌乳期記

合錦料，エン麦乾草，アルフアルファ乾草，チモシ一

乾草を分離給与の形で

亙餌科に含まれる泌乳期配合銅料全体(は10依kgl日削)の

8鈎0%を破砕玄米で代替，それに伴い減少する飼料中粗

壁岳質含量を，給与乾草中のアルフアルファの割合を

高めることで調整する飼料構成とした。なお，飼料用

米はべこあおば，クサホナミを使用した。玄米の破砕

は，粉砕機 TK-IRB05 (大同工業股扮有限公司)およ

び飼料米破砕機DC臼-2000(デリカ社)を使用し 5悶メ

ッシュを通過する粒度に調整した。

飼料給与量は試験開始に先だっ露iI致嬬問中に，当所

の慣行的な飼養条件下で観察された名試験牛の乳量と

試験飼料の栄養髄から，日本飼養標準 4)の要求景に基

づいた TDN充足率が概ね 105%となるように給与量

を設定したO また，ウォーターカップからの飲水と由

形塩の摂取は自由とした。

調査項目として，乳量，乳成分(脂肪，無脂屈形分，

蛋白，挺UN，乳糖，体細胞数)，飼料摂取量，体重を

試験期間を通して調査するとともに，各本試験最終日

の朝の餌料給与前(以下旬時開J)とその 4時間後(以

r4時間J)に真空採血管(へパ1)ン)を用いた頚静

脈血の採取と，ルーメン液の経口的な採取を行った。

採取した鼠液はヘマトクリット値を測定した後，

3，000rpm， 30分間，室温で遠心分離を行い血援を分

離した。これを分析用試料とし，グルコース(Glc)，BUN， 

総蜜白(千Pro)，カルシウム(Ca)，総コレステロー jレ

(T-CHO)，を測定した。ルーメン液は p耳を測定した。

乳成分はフーリエ変換型中間赤外分光法(ミ jレコス

キャン.フォス・ジャパン社)により測定した。 Glc，

BUN， T-Pro， Ca， Pは乾式臨床化学分析装置(スポ

ットケム EZ.アークレイ千土)を用いて，NEFAはNEFA

Cテスト(和光純薬工業社)を用いて，添付の手}IJ真に

従って分析を行った。

統計処理は，乳量については反転試験法での統計解

析法に従って処理を行い，その他の形質については処

理区間の平均鐘の差を対応のある t検定によって比較

した。それぞれについて危険率 5%水準で有意な差が
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あるものとした。

結果および考察

飼科摂取量に差はなかった (36.0kg v. s. 36.2kg)。

表 2に対照区と試験誌の産乳成績を示した。乳量につ

いても対照区に比べ，試験区で有意に減少した(表2)。

乳成分では賄肪，無指屈形分，蛋白質，字し糖，体細胞

は区間に有意な差はなかったが， MUNについてのみ

試験区で有意な低下がみられた(表2)0 

表3にルーメン液pHおよび車液性状を示した。ル

ーメン液 pHは処理区聞に有意な惹はみられなかった。

また，車液成分では BUNについてのみ O時間， 4時間

ともに対照宮に比べ，試験反で有意に低い債を示した

(Ohr: 8.8土0.7mg/dlv. s. 5.0土Omg/dlPく0.05，4hr:

10.3土1.0mg/dlV.S. 5.3土0.5鉛g/dlP<0.05 )カえ他

の項目については有意な影響はみられなかった(表3)0

表2 対照亙と銅科区の産乳成績

対照区 試験!玄
(総合続料1.00) (玄米80、配合20) イ干震性

乳:最 kgllヨ 26.0土1.2 22.4土1.1

脂肪 今ω 3.84:t0.38 3.73:t0.29 n.s寺

無脂摺形分 。c}o 8.58土0.19 8.40土0.12 n.s. 

タンパク質 % 3.15土0.12 3.07土0.10 n.S 

手し糖 。'〆o 4.29土0.06 4.32土0.07 n‘s 

体細胞 log(鏑1m]) 21.89土5.84 14.67土3.45 n.s 

MUN mgldl 7.36土0.59 4.51土0.23

数字は平均値±標準偏差 (*:Pく0.05)

表3 )レーメン液pHおよび血液性状

対照度 試験ほ
(総合飼料100) 玄米80、苦記念20) 有滋性

Ohr 4hr o h r 4hr Ohr 4hr 

ルーメン液pH 7.5 7.0 7.4 7.1 n.s n.s 

グルコース mg/dl 73.5 65.3 71.0 67.5 n.s n.s 

BUN mg/dl 8.8 10.3 5.0 5.3 

総蛋白 mg/dl 7.2 7.4 7.4 7.3 n.s n.s 

カノレシウム mg/d.l 12.0 11.9 11.8 11.8 n.s n‘S 

総コレステロール nlg1dl 205.3 199.8 193.8 189.5 n.S n.s 

数字は平均値 (*:P<0.05)

館料用米研究は 1980年から行われているが，加熱

庄ぺん処理した飼料用米によって配合館料の 20%およ

び 40%代替ができ乳量差がなかったとの報告 5，6)があ

り，また 2000年以降では，破砕イネソフトグレイン

サイレ…ジ (SGS)で25%代替まで給与可能になると

の報告のがある。

一方，これまで筆者らは破砕玄米により配合飼料の

20%および 50%を代替しでも乳量の低下がみられな

いこと掛から記合飼料の代替として泌乳牛への給与

が可能であることを報告している。

本研究では，これまでの代替率を超える 80%での代

替を目標としたが，乳量の低下(表2)，話UNおよび

BUNの低下がみられた(表 3)ことから，蛋白質の充

足芸容が低かったことが推察された。日本標準資料成分

表の数値を用いて CPおよびTDN充足率が105%にな

るように飼料設計を行い，給与試験を実施したものの，

要求量を満たせていなかった可能性がある。一方で，

和田らは，泌乳最盛期の乳用牛を供試し，配合飼料の

代替として破砕玄米を 50%とする抵蜜自質調料を給

ると， BUNおよびMUN，第一胃内アンモニア態

窒素の低下がみられるものの，乳量の低下は引き起こ

さないとの報告をしている 8)。本研究は上述の研究に

比べ，飼料用米での代替割合を高めたものである。し

たがって，銅料用米による配合鏑科の代替率を 50%を

超えるような飼料設計の際には，銅料用米の代替によ

る飼料中蛋自質合量の低下を防ぐため祷給源として大

豆粕等の添加が必要であることが示唆された。

被砕玄米のような易分解性の炭水化物を主成分とす

る穀物を多量に乳用牛に給与すると，ルーメンアシド

ーシス発症の可能性があると言われている。本研究で

は飼料給与 4時間後のjレーメン液pHは対照亙と比べ

て試験亙において差は認められなかったことから，破

砕玄米を配合館料の代替として利用しでも，ル…メン

の発酵状態に大きな影響を及ぼしているとは考えにく

いが，今後ルーメン内アンモニア濃度および欝発性遊

離脂肪酸 (VFA)濃度などを精査する必要がある。

泌乳牛への飼料用米給与に関する研究についてみて

みると，乳量水準および錦料用米の代替左手，代替最，
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給与形態 (TMR'分離給与)，組み合わせる飼料の種

類，飼料全体の TDNオ~， CP水準，破砕程度，飼料

用米の形態(玄米・モミ米.SGS)など，飼料構成の

変動要閣は多岐に渡る。そのため， ~必乳牛への錦科用

米給与技術の開発のためには様々な条件による給与事

例の蓄積が重要であり，本研究はこのような泌乳牛へ

の飼料用米給与事例のひとつである。今後，これらを

集積し汎用的かつ効果的な飼料用米給与技術の確立が

期待される。
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